

































































































































































































































































１回目 日本 発電所 種類 数 割合
２回目 電力 発電 割合 種類 経産省
Ｂさん
１回目 発電 電力 発電量
２回目 電力系統 発電 エネルギー 電力 動力
Ｃさん
１回目 電力 割合 種類




２回目 エス・マトリックス 行列式 行列力学 待ち合わせの理論 待ち行列研究会
Ｂさん
１回目 行列 本 人気
２回目 数学 行列 行列式 エス・マトリックス 本
Ｃさん
１回目 行列 並ぶ おもしろい 大学生 長い























































２．キーワード 代数学 整数論 教え方















(4) 『複雑さの帰結 複雑系経済学試論』 出版













































索を用いた学生が多かったことと、 （総合目録データベース 検索サービス） を利用して回答を
導き出した学生が目立った。
３.４.５.については事前に配布した資料の説明で を利用することで情報源にたどり
つくことができることを説明していた。この問題については所蔵調査館を大学図書館に限定したこと
もあり、 の利用が多いことがわかる。
６.の問題は （「日本の論文をさがす」） を利用することで雑誌論文の検索が便利になることや本学教
員の著作物に触れてもらう意図があった。回答方法はほぼ を利用している。
昨年度まではレファレンスサービス（1） でデータベースの講義を行い、レファレンスサービス（2）
で文献検索演習を行ったため当日中に課題を完成させる学生が多かったが、今年度は自動車図書館来
校のスケジュールの都合上データベースを取り扱う講義が一コマとなり、講義・実習を一コマにしな
ければならなかった。そのため実習時間が減少し、課題については宿題にせざるを得なかった。
次年度は検索実習の時間を増やす工夫をし、授業時間中に学生への指導が行き届くように改善を図
りたい。
第10回では、公共図書館における資料の選択基準について理解することを目標とした。
「稚内市立図書館資料収集方針」（2004年８月20日発行） を資料として、当該図書館における選書の基準
を説明していただき、大学図書館を始めとする他の図書館との違いを理解できるようにした。稚内
市の人口構成、利用者の状況などを基礎データとして、購入するべき資料が決定されること、限ら
れた予算のなかで、いかに市民のニーズに対応できるかが図書館員の技量であることを学んだ。
また、実際の選書の際に必要な図書館専用在庫・納品システムについても解説していただいた。
第11回目は、児童サービスの全般について学ぶ。第12回目は、児童書の選書と絵本の読み聞かせ
技術を学んだ後に、読み聞かせを実際にイベント化することを目標とした活動を行う。第14回目の
展示は、図書館の児童書コーナーなどにある書籍の紹介用ポップを作成する。このセッションにお
ける隠れたねらいは、学生のコミュニケーション能力の向上にある。学生の希望によらず授業者に
よって人為的に編成されたグループの中で話し合いにより役割分担をして一つのイベントを行うこ
とは、学生にとっては簡単なことではなかった。
第11回では、人間の発達段階の理解に始まり、絵本の選書、本との出会い、子どもと本を結びつ
ける取り組みとして外すことのできない読み聞かせなど、児童サービスの全般について学んだ。第
12回・第13回は、児童書の選書基準、コレクションの年齢別構築方法に続き、絵本の読み聞かせを
行う際の技術（本の準備、絵本の持ち方、ページのめくり方、読み方など） 指導を受け、子ども相手の読み聞かせ
を想定したイベントの構成と実演を行った。ここでは、６つのグループにわかれて、１グループに
つき10分という時間を設け、話し合いのなかでテーマを設定して、読み聞かせプログラムの作成と
実演を行った。
テーマ：冬
実演者：５名のグループ（司会１名、読み手４名）
絵本１：中川李枝子『ぐりとぐらのおきゃくさま』福音館書店、1967年
絵本２：木村大介『森のクリスマス』ベネッセ、1994年
対象年齢：３歳程度
このグループは、事前練習をしっかりと行い、司会もめりはりがあってスムーズであった。楽しい
文章と親しみやすい絵は、幼児が楽しく集中できるものであろう。このグループのメンバーは、役割
を決めたうえで、演劇調で絵本を演じていた。このように工夫が見られたグループがあった反面、練
習が明らかに不十分なグループもあり、濃淡が比較的明確に現れた。
絵本の読み聞かせ実演
当初、学生たちは、ミニイベントの実施について軽く考えていたようであったが、実演してみて、
人に見られるということの大変さを実感したようである。司会の重要性はもちろんであるが、読み手
の立ち位置、発声、視線全てが注目の的となる。選書の善し悪しはもちろんのことであるが、子ども
相手に飽きさせない方法を工夫しなければならないなど、課題が山積であった。グループの中には、
ペープサートを準備したところもあったが、全体的に、練習量の少なさが目立った。めりはりのある
練習時間を設定することは、次回の課題であろう。２年次に配当されている必修科目「児童サービス
論」では、実際に子どもの前で読み聞かせを行う実習があることから、この経験を生かして欲しい。
第14回では、大学図書館でテーマを設定し、文献を紹介するための展示を行った。ここでも限られ
た時間でグループワークを行い、一つの成果を出すことを要求された。この活動もグループ内での段
取り、作業の分担などの役割が課せられる。展示作品は、そのまま図書館に展示し、他の学生の目に
触れるようにした。
学生による展示作品
児童サービスのセッションでは、表現者としての司書という側面のほかに、チームで一つのタスク
を担うという、図書館員としては当たり前ともいえる仕事の仕方について体験させた。学生たちは、
ここでも図書館員が高いコミュニケーション能力を要求される仕事であることを改めて実感したよう
である。よい意味で、司書のイメージを覆す機会になった。
これまで学んだことの総集編として、稚内市立図書館館長から「公共図書館と学校図書館の連携」
についての講話をいただいた。図書館の今後の在り方について考えることがねらいである。
第１回目のガイダンスで話した図書館の法的根拠について再度確認し、読書活動にかかる取り組
みとして、稚内市の事例を紹介した。その後、生涯学習社会における図書館の意義について、趣味
の文献についてのコレクション構築について最近の稚内市立図書館の傾向について解説していただ
いた。最後に日本の図書館の現在置かれている状況を理解するために他国との比較を行い、今後の
図書館行政の課題に触れた。
この授業は図書館で働く司書の仕事内容の具体的理解と、今後の職業選択に役立てるキャリア教
育の側面もあることは既に述べたが、実際に司書になるためには大学で司書資格取得のための単位
を取得し、かつ、公務員試験を突破することが必要である。しかしながら、たとえその条件を充た
したとしても必ず司書になれるとは限らないこと、それでも、司書資格は取得しておくに越したこ
とはないこと、司書に求められる技術というものは汎用性が高いものであることを併せて館長から
伝えていただいた。
授業の最終日に行った「授業評価アンケート」では、以下のような感想がみられた。
・この講義を受講することによって、図書館についての様々な知識を学ぶことができました。こ
れから先、図書館司書の資格を取得することが出来るように頑張りたいと思いました。
・「地域と図書館」の講義全体を通して、司書の仕事は思っていたのと違う部分があったり、思っ
ていたよりも大変だと感じた。読み聞かせでは、これからの児童サービス論に役立つところが
あってとても勉強になった。
・司書の仕事は思っていたものと違いましたが、頑張って資格をとろうと思いました。
・「ぶっくくん」は、講義で初めて乗りました。内容が分かって良かったです。
・全体的にやさしい内容でした。もっと演習や課題が多くてもいい。施設見学や職場体験ができ
るともっといいと思う。
・日本十進分類法が学べて良かった。
・図書館というものは身近にあって普段から利用もしていたが、このように内部までは知ること
はなかった。さらには読み聞かせ、本の展示の仕方など、たくさんのことを教えてもらいまし
た。
・始めはもっと楽なのだろうと思っていたが、以前経験した職場体験で学んだこととは違い自分
の今後、就活などで必要なことを学びました。今まで以上に図書館について学んでいこうと思
いました。
・この授業で図書館がどのようなことを行っているのかを知ることができて良かったと思います。
・本が好きなのでこの授業を取りました。授業で図書館についての知識が増え、勉強になりまし
た。今後も図書館についてもっと知りたいです。
・「司書」という資格について、何も知らなかったが、かなり理解が深まったと思う。「ぶっく
くん」について、稚内にいながら利用したことも、ましてや見た事すらなかったので貴重な
時間となった。また、外部講師の話も非常にためになった。
実践的な授業内容に切り替えて３年目を迎えた今回の授業は、幾つかの課題は残しながらも概ね一
つの完成型に近づいているようである。ただし、既に述べたように、この授業は図書館員になりたい
と思っている学生だけが履修するものではなく、最後まで興味を深めることがないまま終わってし
まった学生もいる。興味のある学生とない学生が混在した状態で授業を進めることになるため、興味
のある学生は非常に面白くためになる授業という評価をしたが、そうではない学生は、内容が難しく
専門的だと感じたようである。そのような学生はアンケートに感想を記入することはほとんどない。
今後は、各機関との連携をより深め、司書の仕事を実感として理解させる構成を心掛けたい。また、
必ずしも興味を抱いていない学生に興味を喚起させることができれば望ましい。
この授業の評価は、学修の達成状況（セッションごとの課題＋出席・受講態度）に加えて、成果発表（読み聞かせ・
展示） を中心に行った。
全体を通したレポートというよりは、テーマごとの理解度を確認するための小課題を幾つか出題し
た。それぞれの課題については、締め切りを設定し、それを守るという基本的なマナーについても評
価の対象とした。
学生の出席率は良好であり、課題の提出もほぼ達成されている。しかしながら、結果を見ると二極
化がはっきりと表れている。これは、稚内市立図書館との連携以降に見られる顕著な特徴である。今
後は学生の提出した課題の内容分析を行い、次年度以降の授業内容にフィードバックさせていくこと
で、さらに授業の充実度を高めることが課題となる。
本稿では、「地域と図書館」の授業についてその内容を報告した。
この授業は、たんなる講義形式とは異なり、演習を随所に取り入れた実践的な内容である。そのた
め、１回の欠席が後々の学習に影響を及ぼす。このことから、事前に欠席には注意を要する旨の説明
をしていたこともあり、欠席が少なく教育効果をあげるうえで良好な環境作りができた。学生たちは、
それぞれの課題に真剣に取り組んだ。図書館員の業務の概要を具体的に把握し、司書が常にスキルアッ
プを求められる専門的な職業であることを理解するというこの授業の目的は、ほぼ達成されたといえ
る。さらに、今回の法改正の背景にある情報化、電子媒体の取り扱いに関する技術的な面については、
本学学生の場合、普段の授業をしっかり受けていればさほど心配することはなく対応できることがわ
かった。むしろコンピュータを使って何をするのかということと、情報リテラシーの育成こそが必要
な要素である。
残された課題としては、稚内市立図書館との連携調整をより綿密に行うことである。授業の構成と
スケジュール調整の結果とが必ずしも順番として整合的ではなく、唐突な印象を与えてしまう回が
あったことは否めない。時間配分についても再考を要する。特に、分類のセッション、児童サービス
のセッションについては、効果的な練習時間を設けることが必要である。そのほか、課題の設定は適
切であったかなど、再検討を要する箇所が幾つかある。
この授業が、より専門性を高めた上級学年に配当されている各論的な授業への良い案内役として機
能するか否かは今後の追跡調査にまちたい。
最後に、稚内市立図書館との連携授業という、得難い取り組みを実現することができたのは、稚内
市教育委員会のご協力があってこそである。稚内市立図書館の皆様には、ご多忙にもかかわらず、本
学学生のために貴重な時間を割いていただいた。図書館業務の現場について、大学では知り得ないお
話を聞かせていただき、技術を伝えていただいた。図書館員の仕事の魅力や実情を学生たちにリアリ
ティを以て伝えることができた。皆様に心よりの感謝を申し上げたい。
(1) 2005（平成17）年１月28日に中央教育審議会が発表した答申「我が国の高等教育の将来像」で示された。同答申
では、「知識基盤社会」を「新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動
の基盤として飛躍的に重要性を増す社会」であると定義している。
(2)「平成23年度教育行政執行方針」2011（平成23）年６月13日、稚内市教育委員会 稚内市ホームページ
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